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*国庫補助事業名：有明海漁業振興技術開発事業 

 

有明海水産資源回復技術確立事業 * 

アゲマキ増養殖技術開発試験（アゲマキ種苗生産技術開発試験）  

 

重久剛佑 

 

当センターでは，有明海の重要な水産資源の一つであ

るアゲマキSinonovacula constrictaの資源回復を目的とし

て，平成8年度から種苗生産及び放流の技術開発に取り組

み，採卵から殻長8mmサイズまでの生産技術を開発して

きた1-7)。今年度から殻長2mmから8mmサイズまでの中間

育成は外部機関へ委託したことから，本報では，殻長

2mmまでの種苗生産について報告する。 

 

方 法 

種苗生産は，野間ら8)の報告に従って，親貝の養成，採

卵，幼生飼育，稚貝飼育の工程で行った。 

親貝は，2019年以前に種苗生産した,鹿島市浜地先およ

び佐賀市東与賀地先放流群の一部を当センターの陸上水

槽で養成した個体,2020年度の東与賀地先放流群および

2015，2017年度の太良町大浦地先放流群を採卵前の9月～

11月に採取し使用した。 

採卵は，2021年9月27日，10月7日，29日，11月1日，8日

に低温干出刺激を与えることにより行った。その後，産卵

が確認された場合，サイフォンによりプランクトンネッ

ト（目合30μm）で卵または孵化した幼生を回収した。 

幼生飼育は，採卵した卵または幼生を500Ｌポリエチ

レン円形水槽（水温20～26℃，塩分24～26psu）に2～3個

/mLの密度で収容した。水槽の中心にエアーストーンを

配置し，底から10cm程度浮かせて微通気に調整した。 

餌料には，Pavlova lutheri， Isochrysis sp(Thichi株)，

Chaetoceros calcitrance，Chaetoceros neogracileを用いて，

収容日に0.5万cells/mL，2日目に1万cells/mLを投餌し，3

日目以降は残餌や水質の状況により投餌量を調整した。 

幼生は200μmに達すると，足を形成して着底するため，

平均殻長が170μmに達した段階で，幼生をプランクトン

ネット（目合50μm）で回収し，稚貝水槽へ移した。 

稚貝飼育は，5m3のFRP水槽（2.1m×5m）に天然の泥ま

たはベントナイト（クニゲルV1またはクニボンド：クニ

ミネ工業株式会社製）を1～2cmの厚さで敷き，海水（自

然水温，塩分24～26psu）を注水後，エアーストーンを2か

所配置し，底から10cm程度浮かせて微通気に調整した。

その後，平均殻長が170μm以上に成長した幼生を8～12万

個/m²で収容し，着底した稚貝を30～40日程度飼育した。

餌料は，収容日にC. neogracileを2万cells/mL投餌し，2日目

以降は残餌や水質の状況を見ながら投餌量を調整した。

稚貝は，平均殻長が2mmに達した段階で，ネット（1mm目

合）で回収し，中間育成または放流に用いた。 

また，種苗生産技術を移管中の有明海漁業協同組合

大浦支所（以下，大浦支所）で生産した0.5～1mmの稚

貝約100万個を当センターに搬入し，上記の稚貝飼育と

同様の方法で殻長2mmまで飼育した。 

 

結 果 

 各放流群から得られた卵および幼生の採卵回次別の生

残率を表1に示す。採卵は全採卵群の合計で，3,509万個

の受精卵および発生初期の幼生が得られた。 

 幼生飼育の生残率は，18.8～85.4％で，採卵回次におけ

る生残の差がみられた。特に，4回次で，飼育初期に減耗

や成長停滞がみられ生残率が低下した。 

 稚貝（殻長2mm）の生残率は，1.8～25.4％で，総取上

数は290.9万個体であった。特に，5回次では，親貝の産卵

盛期が過ぎており，ふ化幼生の成長も遅かったため，生

残が悪かったと推定される。 

大浦支所から搬入した稚貝の取上個数は，63.8万個体

であり，合計で354.7万個体となった。そのうち，205.1万

個体を2mm稚貝の放流技術開発試験に用いた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ アゲマキの種苗生産結果

結果 

収容個数

(万個)

取上個数

(万個)

生残率

(％)

収容個数

(万個)

取上個数

(万個)

生残率

(％)

1 9月27日 786 786 671 85.4 671 137.1 20.4

2 10月7日 245 245 201 82.2 201 51 25.4

3 10月29日 778 778 657 84.4 657 61.4 9.3

4 11月1日 1,200 1,200 226 18.8 226 34.4 15.2

5 11月8日 500 500 398 79.6 398 7 1.8

大浦支所搬入群 - - - 100 63.8

回次
採卵数

(万個)
採卵日

幼生飼育 稚貝飼育
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